
ふるさと教育の推進について 
平成３０年９月１０日 

小 中 学 校 課  

１ 背景・現状 

○社会のグローバル化が加速する中、アイデンティティ（主体性、自己同一性）の醸成を図りながら、ふ

るさと鳥取県に誇りと愛着を持ち、郷土を支える人材の育成が求められている。 

○学校現場においては、次のような法令、計画等に基づき「ふるさと教育」を実施している。 

学校教育法 ⇒「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養う」 

学習指導要領⇒（例）小学校社会科「地域社会に対する誇りと愛情、我が国の国土と歴史に対する愛情

を涵養することは、伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と郷土を愛するこ

となどにつながるものである」 

鳥取県教育振興基本計画⇒「ふるさと鳥取県に誇りを持ち、未来を創造する力」の育成を目指す 

・ふるさとの自然、歴史と伝統を守り、受け継ごうとする姿勢 

・地域やふるさとに誇りと愛着を持ち、その発展に貢献しようとする姿勢 

○今後も人口減少社会が予想され、県議会や鳥取産業人材育成強化会議などの様々な場面において、若者

の県外流出が大きな課題となっており、人口減少への歯止めをかける対策が急務となっている。 

 

２ ふるさと教育の現状（別紙参照） 

○各教科領域において、「ふるさと鳥取県に誇りを持ち、未来を創造する力」の育成を図る取組が行われ

ている。 
○各市町村において、副読本を作成したり、地域の方々をゲストティーチャーとして活用したりするなど、

地域の特色を活かした取組が進められている。 
 

３ 成果と課題      〔数値はＨ30 全国学力・学習状況調査 児童生徒質問紙より抜粋 （ ）は全国平均〕 
 【成果】地域の行事やボランティア活動に参加したことがある児童生徒は全国平均より大きく上回ってお

り、子どもたちと地域の結びつきが強いことがうかがえる。 
  ・「今住んでいる地域の行事に参加していますか」に肯定的な回答をした児童生徒の割合が高い。 

 小学校 78.2％（62.7％）＋15.5％  中学校 53.6％（45.6％）＋8.0% 
  ・「地域社会などでボランティア活動に参加したことがありますか」に肯定的な回答をした児童生徒の

割合が高い。 小学校 44.8％（36.1％）＋8.7％  中学校 59.6％（51.8％）＋7.8％ 
   

【課題】地域や社会に関心を持ったり、良くするために何をすべきかを考えること、また、将来の夢や

目標を持っている児童生徒の割合が低く、より良い社会づくりへの意欲の醸成に課題がある。 

・「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか」に肯定的な回答をした 
児童生徒の割合が低い。 小学校 46.5％（49.9％）－3.4％  中学校 37.2％（38.7％）－1.5％ 

  ・「将来の夢や目標を持っていますか」に肯定的な回答をした児童生徒の割合が低い。 
 小学校 81.5％（85.1％）－3.6％  中学校 71.3％（72.4％）－1.1％ 

 

４ 対応策（案） 

 ①校種間の連携強化・横展開 

⇒【新規】ふるさと教育の体系化及び児童生徒用「鳥取県版ふるさと教育読本」（仮称）の作成・活用 

・市町村や学校単位での取組を活かしながら校種間連携を進め、鳥取県として小中高で一貫したふるさ

と教育の体系を整理するとともに、義務教育から高等学校への探究的な学びへの接続を図る。 

・鳥取県民ならだれでも知っているような人物、事柄等を集めた児童生徒用「鳥取県版ふるさと教育読

本」（仮称）を作成し、全県で共通して取り組む授業の進め方（スタンダードモデル）を検討する。 

 
②郷土愛や志を持つ児童生徒の育成に向けた取組の推進 

  ⇒【新規】児童生徒のあこがれや目標となる人と出会う機会の提供 

・全国で活躍している鳥取県出身者や地元で活躍している者を招聘し、将来の夢や目標を持つ態度を育

成するための講演会やシンポジウム等の開催を通して、地域やふるさとに誇りや愛着を持ち、将来の

地域を担う人材の育成を図る。 

資料 ２ 
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、
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Ⅱ
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郷
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資
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集
「
鳥

取
市

の
志

」の
活

用
【道

徳
】
（全

小
中

）

○
芸

術
の

出
前

講
座

事
業

【
音

楽
・国

語
・
図

工
等

】
　

（
希

望
し

た
小

学
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：H
３

０
は

４
校

）
…

鳥
取

地
域

で
活

躍
し

て
い

る
文

化
活

動
者

が
小

学
校

に
出

向
き

、
日

頃
の

活
動

を
活

か
し

て
、

学
校

で
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取
組

が
難

し
い

文
化

芸
術

活
動

を
指

導
す
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。

〇
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学
ぶ

職
場

体
験

活
動

事
業

　
【
総

合
等
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中
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義

務
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育
学
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後
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課
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岩
美
町
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０
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美
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総
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・
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本
構

想
」

「
岩
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」

○
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目

標
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（２
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か
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ま
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誌
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○
澤
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廉
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澤
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人
権

意
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め
る

。
○
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と

先
生

に
学

ぶ
【
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合
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地
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を
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。
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ラ
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ラ
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…
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世
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を
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Ⅲ
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。
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総
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…
町

づ
く
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八
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を
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、
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を

発
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。
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。
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を
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い
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現
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取
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。
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か
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総
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。

◯
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検
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。
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町
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合
計
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○
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計
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「
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３

　
郷
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ら

れ
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よ
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に
」

○
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と
　

智
頭

町
」
の

活
用

【社
会
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興
協
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…

智
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が
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で
実

践
す

る
。

○
地

域
に

学
ぶ

ワ
ク

ワ
ク

ち
づ

【総
合

】（
中

）
…

地
域

で
の

職
場

体
験

を
通

し
て

、
地

域
の

方
と

ふ
れ

あ
い

な
が

ら
働

く
こ

と
の

意
味

を
学

ぶ
。

倉
吉
市

「
教

育
振

興
基

本
計

画
」

○
重

点
施

策
「
倉

吉
に

誇
り

と
愛

着
を

持
つ

子
ど

も
の

育
成

」

○
小

学
生

郷
土

読
本

「わ
た

し
た

ち
の

倉
吉

」の
活

用
（全

小
）

○
中

学
生

郷
土

読
本

「く
ら

よ
し

風
土

記
～

倉
吉

学
入

門
」の

活
用

（全
中

）

○
「郷

土
芸

能
」（

牛
追

い
か

け
節

、
み

つ
ぼ

し
踊

り
）
【総

合
】
（小

）
…

地
域

で
伝

承
さ

れ
る

郷
土

芸
能

に
つ

い
て

、
地

域
の

方
か

ら
話

を
聞

い
た

り
、

体
験

し
た

り
す

る
。

○
「社

会
人

講
師

に
学

ぶ
」【

総
合

】（
中

）
…

人
と

接
す

る
と

き
の

心
構

え
や

礼
儀

に
つ

い
て

学
ぶ

。
○

「看
護

の
出

前
授

業
」
【
総

合
】（

中
）

…
看

護
職

の
仕

事
に

つ
い

て
の

話
を

聞
い

た
り

、
と

簡
単

な
看

護
技

術
体

験
し

た
り

す
る

。

湯
梨
浜
町

「
第

３
次

湯
梨

浜
町

総
合

計
画

」

○
主

要
事

業
「
ふ

る
さ

と
教

育
の

推
進

」

○
小

学
校

社
会

科
副

読
本

湯
梨

浜
版

（
３

、
４

年
生

向
け

）
を

作
成

中
○

全
校

な
か

よ
し

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
ゴ

ル
フ

大
会

　
【
特

別
活

動
（児

童
会

活
動

）】
（小

）
○

伝
統

芸
能

の
継

承
【総

合
】（

中
）

…
伝

統
芸

能
を

地
域

の
指

導
者

か
ら

学
び

、
文

化
祭

や
地

域
行

事
等

で
発

表
す

る
。

三
朝
町

「
三

朝
町

教
育

大
綱

」

○
基

本
理

念
を

支
え

る
６

つ
の

目
標

「
２

　
郷

土
に

学
び

、
郷

土
を

誇
れ

る
子

ど
も

を
育

て
る

教
育

」

○
三

朝
町

小
学

校
副

読
本

「わ
た

し
た

ち
の

町
　

み
さ

さ
」の

活
用

北
栄
町

「
北

栄
町

教
育

大
綱

」

○
基

本
施

策
「
３

（
７

）
地

域
を

学
び

、
ま

ち
を

支
え

る
人

づ
く

り
の

推
進

」

○
「
わ

た
し

た
ち

の
北

栄
町

」地
域

副
読

本
～

ま
ち

の
姿

～
の

活
用

（
全

小
）

○
ふ

る
さ

と
の

芸
術

家
を

生
か

し
た

取
組

【美
術

】
（中

）
…

北
栄

み
ら

い
伝

承
館

で
の

企
画

展
示

（前
田

寛
治

他
）を

鑑
賞

す
る

。
○

職
場

体
験

学
習

「
ワ

ク
ワ

ク
北

条
」
「わ

く
わ

く
大

栄
」【

総
合

】（
全

中
）

…
地

域
の

事
業

所
で

職
業

体
験

を
す

る
。

○
も

ち
も

ち
の

木
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
【総

合
】
（
小

）
…

ト
チ

の
苗

の
植

樹
、

ト
チ

の
実

拾
い

、
餅

つ
き

（ト
チ

餅
）な

ど
を

と
お

し
て

、
ト
チ

の
森

づ
く

り
に

関
わ

る
。

○
智

頭
の

森
林

に
学

ぼ
う

【総
合

】
（小

）
…

智
頭

林
業

資
料

展
示

室
（旧

山
形

小
）の

見
学

や
枝

打
ち

作
業

の
体

験
を

通
し

て
、

智
頭

林
業

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。
○

智
頭

町
歴

史
発

見
、

智
頭

の
取

組
か

ら
学

ぼ
う

【総
合

】（
小

）
…

智
頭

町
の

歴
史

や
取

組
に

学
び

、
地

域
と

自
分

の
関

わ
り

を
見

つ
め

る
。

○
「
菜

の
花

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
」【

生
活

・
総

合
】（

全
小

中
）

…
ふ

る
さ

と
倉

吉
を

象
徴

す
る

花
と

し
て

、
地

域
の

方
と

協
働

し
て

種
を

蒔
い

た
り

、
地

域
の

方
に

花
を

配
っ

た
り

す
る

。
○

「
地

域
の

こ
と

を
も

っ
と

知
ろ

う
」（

太
一

車
、

ボ
テ

茶
等

）
【総

合
】
（
小

）
…

地
域

で
誇

る
こ

と
の

で
き

る
歴

史
や

文
化

に
つ

い
て

話
を

聞
い

た
り

、
体

験
を

し
た

り
す

る
。

○
「
ふ

る
さ

と
発

見
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

」
【総

合
】
（中

）
…

地
域

の
名

所
を

縦
割

り
グ

ル
ー

プ
で

巡
り

、
ふ

る
さ

と
の

よ
さ

を
再

発
見

す
る

。

○
東

郷
池

学
習

【総
合

】
（小

）
…

東
郷

池
を

中
心

と
す

る
自

然
、

環
境

、
観

光
、

産
業

に
つ

い
て

の
調

べ
学

習
や

体
験

活
動

。
○

わ
か

め
の

栽
培

活
動

【
総

合
】（

小
）

…
海

の
環

境
を

守
る

こ
と

や
地

域
の

産
業

へ
の

関
心

を
高

め
る

た
め

に
、

栽
培

漁
業

セ
ン

タ
ー

と
漁

業
協

同
組

合
の

協
力

を
得

て
、

泊
漁

港
で

ワ
カ

メ
を

栽
培

す
る

。
○

梨
づ

く
り

体
験

学
習

【
総

合
】（

小
）

…
地

元
名

産
の

梨
の

袋
か

け
や

収
穫

を
行

う
こ

と
で

梨
づ

く
り

に
つ

い
て

学
ぶ

。

○
三

徳
山

投
入

堂
登

山
【総

合
】（

小
）

○
三

徳
山

散
策

【遠
足

】
（小

）
…

全
校

遠
足

で
三

徳
山

宝
物

殿
や

寺
院

見
学

を
実

施
○

温
泉

街
探

検
【総

合
】
（小

）

○
全

校
遠

足
地

域
散

策
【特

別
活

動
（遠

足
）
】（

全
小

）
○

国
史

跡
：
由

良
台

場
【
国

語
】
（小

）
…

町
に

つ
い

て
調

べ
、

紹
介

す
る

。
○

町
の

イ
ベ

ン
ト
・産

業
【総

合
】
（全

小
）

…
大

好
き

大
栄

（
地

域
に

出
向

い
て

調
べ

学
習

を
し

た
り

、
地

域
の

方
に

お
話

を
し

て
い

た
だ

く
）
や

ふ
る

さ
と

北
条

自
慢

（
特

産
物

調
べ

、
風

車
に

つ
い

て
の

学
習

）に
取

り
組

む
。

2
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「
ふ
る
さ

と
教
育
」
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

＜
別
添
２
－
１
＞

琴
浦
町

「
琴

浦
町

教
育

大
綱

」

○
基

本
目

標
「
ふ

る
さ

と
を

愛
し

、
未

来
を

拓
く

琴
浦

っ
子

の
育

成
」

○
ふ

る
さ

と
マ

ッ
プ

「
わ

た
し

た
ち

の
琴

浦
町

」
（３

年
）の

活
用

【社
会

・総
合

】
（全

小
）

○
郷

土
の

歴
史

学
習

資
料

「
わ

た
し

た
ち

の
ふ

る
さ

と
琴

浦
町

」（
６

年
）
の

活
用

【
社

会
・総

合
】（

全
小

）

○
職

業
体

験
学

習
「
わ

く
わ

く
東

伯
」
「ワ

ク
ワ

ク
赤

碕
」【

総
合

】（
全

中
）

…
地

元
事

業
所

で
働

く
こ

と
で

、
地

域
を

よ
り

身
近

に
感

じ
、

自
分

と
地

域
社

会
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

考
え

る
。

　

米
子
市

「
米

子
市

教
育

振
興

基
本

計
画

後
期

期
間

の
基

本
施

策
」

○
米

子
市

の
目

指
す

教
育

基
本

理
念

「
ふ

る
さ

と
に

学
び

　
未

来
へ

つ
な

ぐ
　

学
び

の
あ

る
ま

ち
米

子
」

○
市

作
成

資
料

「
ふ

る
さ

と
米

子
の

先
人

に
学

ぶ
郷

土
資

料
集

」
の

活
用

【
道

徳
】（

全
小

中
）

○
職

場
体

験
学

習
【
総

合
】
（全

中
）

…
地

域
の

事
業

所
で

職
業

体
験

を
す

る
。

境
港
市

「
境

港
市

教
育

施
策

推
進

大
綱

」
「
境

港
市

教
育

振
興

基
本

計
画

」

○
豊

か
な

心
の

育
成

「
地

域
に

受
け

継
が

れ
て

い
る

伝
統

や
文

化
に

関
す

る
学

習
の

機
会

を
設

け
る

と
と

も
に

、
郷

土
の

歴
史

や
文

化
に

対
す

る
理

解
を

育
む

取
り

組
み

の
推

進
」

○
社

会
科

副
読

本
「私

た
ち

の
境

港
市

」
の

活
用

【
社

会
】
（全

小
）

○
職

場
体

験
学

習
【
総

合
】
（全

中
）

…
市

内
す

べ
て

の
中

学
校

が
一

斉
に

地
域

の
事

業
所

で
職

業
体

験
を

す
る

。

南
部
町

「
南

部
町

教
育

振
興

基
本

計
画

（第
Ⅱ

期
）～

南
部

町
教

育
ビ

ジ
ョ
ン

（
平

成
３

０
～

３
５

年
度

）～
」

○
南

部
町

の
教

育
理

念
　

「ふ
る

さ
と

を
愛

し
、

志
高

く
、

南
部

町
か

ら
未

来
を

切
り

拓
く

ひ
と

づ
く

り
～

自
立

・共
生

・参
画

～
」

○
ふ

る
さ

と
学

習
副

読
本

「わ
た

し
た

ち
の

南
部

町
」
の

活
用

【社
会

・
理

科
・
生

活
・総

合
・
ま

ち
未

来
科

等
】

（
全

小
中

）

○
し

ご
と

☆
未

来
体

験
（南

部
町

版
職

場
体

験
）
　

【ま
ち

未
来

科
】（

全
中

）
…

７
つ

の
視

点
（
①

あ
い

さ
つ

・
礼

儀
②

責
任

感
③

あ
き

ら
め

な
い

心
④

仕
事

の
尊

さ
・
誇

り
⑤

新
し

い
発

見
⑥

感
謝

の
心

⑦
共

感
）
を

共
有

し
た

事
業

所
で

職
場

体
験

を
実

施
す

る
。

伯
耆
町

「
伯

耆
町

教
育

振
興

基
本

計
画

」

○
学

校
教

育
が

目
指

す
人

間
像

「
ふ

る
さ

と
に

誇
り

を
持

ち
、

一
人

ひ
と

り
を

大
切

に
す

る
人

」

○
町

教
委

作
成

冊
子

「探
検

！
発

見
！

伯
耆

町
」
の

活
用

（全
小

中
）

○
職

場
体

験
学

習
【
総

合
】
（全

中
）

…
地

域
の

事
業

所
で

職
業

体
験

を
す

る
。

○
「
伯

耆
Ⅰ

学
習

」
【総

合
】
（全

小
中

）
…

町
内

の
す

べ
て

の
小

中
学

校
で

、
町

内
の

伝
統

・
文

化
や

自
然

等
に

つ
い

て
調

べ
た

り
、

地
域

の
方

か
ら

話
を

聞
い

た
り

す
る

。
○

米
作

り
体

験
【
総

合
】（

小
）

…
地

域
の

方
と

一
緒

に
田

植
え

や
稲

刈
り

を
体

験
す

る
。

○
全

校
遠

足
地

域
散

策
【特

別
活

動
（遠

足
）
】（

小
）

…
校

外
の

豊
か

な
自

然
や

文
化

施
設

に
触

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

郷
土

へ
の

関
心

を
持

つ
。

○
「
二

十
世

紀
梨

栽
培

を
体

験
し

よ
う

」
【
総

合
】（

全
小

）
…

琴
浦

町
の

特
産

で
あ

る
二

十
世

紀
梨

の
栽

培
体

験
を

通
し

て
、

地
域

の
人

々
の

思
い

や
願

い
を

知
る

。

○
「
シ

ビ
ッ

ク
・プ

ラ
イ

ド
」
【総

合
】
（小

）
…

市
の

職
員

が
小

学
校

を
訪

問
し

、
米

子
市

が
暮

ら
し

や
す

さ
日

本
一

で
あ

る
こ

と
や

米
子

市
の

文
化

・伝
承

に
つ

い
て

話
を

す
る

。
○

米
作

り
体

験
【
総

合
】（

小
）

…
地

域
の

方
と

一
緒

に
田

植
え

や
稲

刈
り

を
体

験
す

る
。

○
「
ま

ち
探

検
を

し
よ

う
」
【社

会
】（

小
）

…
自

分
の

住
ん

で
い

る
地

域
を

調
べ

、
地

図
を

作
成

す
る

。

○
「
ゆ

め
っ

子
ひ

み
つ

た
ん

け
ん

た
い

～
広

め
よ

う
！

境
港

の
宝

物
～

」【
総

合
】
（小

）
…

市
内

の
観

光
客

や
商

店
街

の
人

々
等

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

や
市

職
員

へ
の

聞
き

取
り

を
通

し
て

、
境

港
の

魅
力

を
紹

介
す

る
ポ

ス
タ

ー
等

を
作

成
す

る
。

○
「
ゆ

め
っ

子
環

境
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
～

人
に

や
さ

し
い

町
づ

く
り

～
」【

総
合

】
（小

）
…

市
の

職
員

等
に

市
内

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

に
つ

い
て

聞
き

取
り

、
水

木
し

げ
る

ロ
ー

ド
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

作
戦

を
考

え
る

。
○

境
港

市
綿

（
伯

州
綿

）
に

つ
い

て
の

学
習

【
総

合
】（

小
）

…
伯

州
綿

の
生

産
者

等
か

ら
話

を
聞

き
、

伯
州

綿
の

良
さ

や
加

工
品

等
に

つ
い

て
学

習
す

る
。

○
「
ま

ち
未

来
科

」
（
小

中
）

…
小

中
一

貫
で

、
９

年
間

を
見

通
し

た
学

習
。

ふ
る

さ
と

愛
着

力
・
将

来
設

計
力

・
社

会
参

画
力

・
人

間
関

係
調

整
力

を
身

に
付

け
、

ふ
る

さ
と

に
誇

り
を

も
つ

こ
と

や
未

来
の

南
部

町
を

創
っ

て
い

こ
う

と
す

る
心

情
や

態
度

等
を

培
う

。
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「
ふ
る
さ

と
教
育
」
の
実
施
状
況

に
つ
い
て

＜
別
添
２
－
１
＞

日
吉
津
村

「
日

吉
津

村
教

育
大

綱
」

○
基

本
理

念
「
活

力
あ

る
ふ

る
さ

と
日

吉
津

を
支

え
る

人
づ

く
り

」

○
ひ

え
づ

音
頭

（盆
踊

り
）
【特

別
活

動
】

…
地

域
に

伝
わ

る
踊

り
を

全
校

で
踊

る
。

○
ひ

え
づ

の
う

た
（
ダ

ン
ス

）
【特

別
活

動
】

…
地

域
を

P
R
す

る
た

め
に

作
ら

れ
た

歌
･踊

り
を

運
動

会
で

踊
る

。
○

人
材

育
成

交
流

事
業

（沖
縄

交
流

）
【教

育
委

員
会

主
催

】
…

沖
縄

交
流

を
通

し
て

日
吉

津
村

の
よ

さ
を

再
認

識
す

る
。

大
山
町

「
大

山
町

未
来

づ
く

り
１

０
年

プ
ラ

ン
（大

山
町

総
合

計
画

）
」

○
基

本
計

画
「
第

１
章

第
１

節
　

０
１

　
大

山
町

で
暮

ら
す

こ
と

に
誇

り
を

持
つ

子
ど

も
を

増
や

そ
う

」

○
町

教
委

作
成

冊
子

「わ
た

し
た

ち
の

大
山

町
」（

中
学

年
用

・
高

学
年

用
・
中

学
生

用
）の

活
用

（
全

小
中

）

○
職

場
体

験
学

習
【
総

合
】
（全

中
）

…
地

域
の

事
業

所
で

職
業

体
験

を
す

る
。

日
南
町

「
日

南
町

教
育

振
興

基
本

計
画

」

○
日

南
町

教
育

の
重

点
目

標
「
ふ

る
さ

と
を

愛
し

、
豊

か
な

人
間

性
と

生
き

抜
く

力
を

育
み

、
次

世
代

を
創

造
す

る
優

れ
た

人
材

を
育

成
す

る
」

○
冊

子
「
日

南
町

ゆ
か

り
の

人
物

　
佐

武
林

蔵
、

井
上

靖
、

松
本

清
張

、
池

田
亀

鑑
」
の

活
用

（
全

小
中

）

○
職

場
体

験
学

習
【
総

合
】
（中

）
…

地
域

の
事

業
所

で
職

業
体

験
を

す
る

。

日
野
町

「
第

２
次

日
野

町
教

育
大

綱
」

○
豊

か
な

人
間

性
 ・

社
会

性
を

育
み

、
社

会
の

進
展

に
対

応
で

き
る

教
育

の
推

進
「
日

野
町

に
誇

り
を

持
ち

、
日

野
町

を
愛

す
る

心
」

○
町

教
委

作
成

資
料

「わ
た

し
た

ち
の

ま
ち

日
野

町
［
歴

史
編

］
」の

活
用

【
社

会
】（

小
）

○
町

保
小

中
一

貫
教

育
推

進
委

員
会

作
成

資
料

「
わ

た
し

た
ち

の
ま

ち
日

野
町

［
自

然
編

］」
の

活
用

【理
科

】
（
小

・中
）

○
職

場
体

験
学

習
【
総

合
】
（中

）
…

地
域

の
事

業
所

で
職

業
体

験
を

す
る

。

江
府
町

「
江

府
町

教
育

大
綱

（江
府

町
教

育
振

興
基

本
計

画
）
」

○
基

本
施

策
「
ふ

る
さ

と
教

育
の

推
進

」

○
郷

土
学

習
資

料
「わ

た
し

た
ち

の
ま

ち
江

府
町

」の
活

用
【社

会
】（

小
）

○
職

場
体

験
学

習
【
総

合
】
（中

）
…

地
域

の
事

業
所

で
職

業
体

験
を

す
る

。

○
地

域
の

方
と

農
作

物
づ

く
り

（大
豆

・
サ

ツ
マ

イ
モ

・白
ね

ぎ
）
【生

活
、

総
合

】（
小

）
…

地
域

の
方

と
一

緒
に

農
作

物
を

つ
く

り
、

豆
腐

や
き

な
粉

に
加

工
し

た
り

、
収

穫
祭

を
行

っ
た

り
す

る
。

○
日

吉
津

村
民

俗
資

料
館

・地
域

の
文

化
財

（
蚊

屋
島

神
社

）
見

学
【
総

合
】（

小
）

…
民

俗
資

料
館

や
地

域
の

文
化

財
等

を
見

学
す

る
。

○
役

場
・
議

会
訪

問
（
小

）
…

６
年

生
が

訪
問

し
、

日
吉

津
村

に
つ

い
て

学
ぶ

。

○
大

山
の

素
晴

ら
し

さ
を

伝
え

よ
う

【
総

合
】（

小
）

…
大

山
登

山
の

事
前

学
習

と
し

て
大

山
の

自
然

や
文

化
に

つ
い

て
、

町
の

職
員

か
ら

話
を

聞
く

。
○

大
山

検
定

（
小

中
）

…
町

教
委

主
催

で
、

大
山

検
定

を
実

施
す

る
。

○
宝

さ
が

し
【総

合
】
（小

）
…

日
野

川
の

オ
オ

サ
ン

シ
ョ
ウ

オ
や

ホ
タ

ル
の

生
態

を
調

べ
た

り
、

町
の

職
員

等
か

ら
話

を
聞

く
。

○
り

ん
ご

・
米

づ
く

り
【
総

合
】（

小
）

…
農

家
の

方
と

一
緒

に
り

ん
ご

・米
を

つ
く

る
。

○
ふ

る
里

ま
つ

り
で

の
ス

テ
ー

ジ
発

表
【
総

合
】
（中

）
…

町
の

文
化

祭
（
ふ

る
里

ま
つ

り
）で

劇
や

合
唱

等
を

披
露

す
る

。
（
町

の
文

化
祭

と
中

学
校

の
文

化
祭

の
コ

ラ
ボ

）

○
町

内
の

公
共

施
設

、
文

化
財

及
び

自
然

等
を

学
ぶ

【
社

会
・理

科
】
（小

）
…

町
内

の
公

共
施

設
や

文
化

財
、

自
然

等
に

つ
い

て
調

べ
、

町
の

素
晴

ら
し

い
歴

史
、

文
化

、
自

然
及

び
人

々
に

触
れ

る
。

○
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

（
全

小
中

及
び

日
野

高
）

…
各

地
区

で
、

平
日

の
午

後
に

、
小

中
高

合
同

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
う

。

○
ア

ン
ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
ス

ク
ー

ル
短

期
集

中
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
総

合
】（

中
）

…
地

域
に

目
を

向
け

、
町

づ
く

り
の

政
策

に
活

か
す

ア
イ

デ
ア

を
生

み
出

し
た

り
、

地
域

の
課

題
点

等
に

つ
い

て
調

べ
た

り
し

、
地

域
の

活
性

化
の

提
案

を
中

学
生

議
会

で
行

う
。

○
サ

ン
ト
リ
ー

森
と

水
の

学
校

・
ブ

ナ
の

実
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
【
総

合
】（

小
）

…
サ

ン
ト
リ
ー

「
森

と
水

の
学

校
」へ

の
参

加
と

、
学

校
で

育
て

た
ブ

ナ
の

苗
の

植
樹

を
行

う
。

○
江

尾
十

七
夜

体
験

＜
太

鼓
・
こ

だ
い

ぢ
踊

り
・灯

ろ
う

作
り

・
相

撲
＞

【
生

活
・総

合
】
（
小

）
…

地
域

の
方

を
講

師
に

招
き

、
体

験
を

す
る

。
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区分 地域連携の事業名 概要

「鳥取学」推進事業

大学、産業、自然、社会等のコースに分かれ、地元鳥取の産業界・研究施設等を訪問
し、第一線で活躍されている方々から話を聞き郷土愛を育むとともに県内の産官学の
諸状況について見識を深める。事前学習として、関係の事業等への理解を深め、また、
事後学習として報告発表会を行う。

地域ふれあい推進事業

生徒が自ら企画・実行し、考えて行動する力を育成する。
・障がい者福祉施設の訪問や高齢者の方、町内会の方等との交流。
・地域の中学校や小学校へ出向いて学習支援
・県外生徒との生徒間交流（東日本震災で被災した地域）

鳥取西 思索と表現（フィールドワーク）

「グローバル化の中の地域創生」を課題研究のテーマに、地域貢献・地域活性化を図る
ための考え方や広範な活動状況、今後の展望を各分野で学ぶことで、地域の課題の本
質を明らかにし課題解決の方向性を探る。

災害に強い街づくりを考えよう…幼稚園・保育園・介護施設・医療機関訪問
国際貢献を考えよう…鳥取大学国際交流センター、鳥取大学乾燥地研究センター訪問
若桜鉄道を盛り上げよう…若桜鉄道若桜駅、若桜観光協会、宿場散策等
鳥取の社会福祉を考えよう…さわやか会館訪問
ものつくりを考えよう…鳥取大学ものづくりセンター訪問
鳥取の医療看護を考えよう…鳥取大学医学部米子キャンパス訪問

地元企業とのコラボ商品の開発

地域や企業との連携や商品開発、企画販売、情報発信などをとおして、地域貢献や地
域活性化を図る。菌蕈研究所（鳥取市）と連携しながら県産原木しいたけを素材としたレ
シピ開発。「きのこ王国鳥取県」の広報・普及活動を地域や生産者と連携しながら進め
る。
・地産地消の推進を図るとともに、企業との協働により、しいたけを使った新商品の開発
や弁当作りを行う。鳥商デパートや鳥取きのこ祭り、県総合芸術文化祭等各種イベント
へ向けた商品開発、販売。

企業人による面接力向上
鳥取青年会議所会員企業の若手経営者10名程度が、３年生就職希望者約50名に対し
て、地域社会に貢献する職業人としての心構えなどについて講話、面接指導を受ける。

小高・中高連携事業
地域の中学校との連携を強化するため中学校への出前授業を実施。小学校の行事等
への参加、生徒間交流、中学校及び商業高校の学習内容に触れることで相互理解、関
心を高める。

テクノボランティア
学習した技術・技能を活かして地域社会に貢献することで、生徒の成就感や学ぶ意欲
を高める。

地域企業連携事業
鳥取テクノヒルズに加盟し、定例会などに参加することにより、広く情報を集め、地域の
企業の活動を学び、地域産業と連携するための方策を探る。

ものづくり講演会

鳥工の卒業生で産業界等で活躍する企業人、鳥取にゆかりのある優れた技術を有する
企業・技術者・職人による講演会を行い、地元鳥取が誇る技術や技の伝承の大切さや
ものづくりの素晴らしさ、誇りを再認識する。（株式会社中井修　営業部課長、スタジオブ
ライトリング技術トレーナーなど）

キャリア教育支援
進路ガイダンスをを行い、地元産業界から外部講師を招聘し、生徒及び保護者に各産
業界の業務内容や実態、それぞれの業界に進むために必要な学習内容について講演
を行う。

鳥工ＴＥＣ
小・中学生や地域住民を対象にものづくり体験・おもしろ科学実験をとおしてものづくり
や実験の楽しさを体験してもらうとともに展示等により各科での教科内容を理解してもら
う。

鳥取商業

鳥取工業

平成２９年度　＜高校-地域＞が連携した事業一覧

鳥取東

＜別添２－２＞
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地域ときらり

「ふるさと鳥取」、地域を愛し、育てる心と態度を育成する取組
・東京新橋のアンテナショップでの出品・販売
・プランター及び花壇装飾などを設計・製作し、地域の施設（JR鳥取大学前駅）等で展
示
・鳥取県食のみやこ推進課と連携して、ポスター等の成作
・地域の農産物生産者生産者と協力して商品開発を進めていく。
・地域の中学校への出前授業、ものづくり体験学習を行う
・因幡の手づくりまつり等のものづくりを体験する地域イベントの参加

地場産プラザ「わったいな」
における生産物販売実習
（土曜授業等実施事業）

生産から販売までの一貫した学習を完結させ、食品流通に関する学習の理解を深め
る。
・本校の生産物、清涼飲料水、野菜類などの販売
・年間６回
・参加生徒：１回８名程度（食品システム科・緑地デザイン科２・３年生希望者）

鳥取緑風 福祉施設等でのボランティア
通信制課程の生徒が社会に関心を持ち、主体的に社会をより良い方向に改革していけ
るような、社会力を育成する

青谷 地域との連携

・青谷学（地域への関心を高めるとともにまなびを深め、主体的に生きる力を養う）
・青谷地域美化活動
・青高活性化活動
・地域の保育園との連携
・ボランティア活動の推進

岩美 イワッツ・プロジェクト

岩美町内にある唯一の高校として、積極的に地域の活動に参加したり、地域に働きか
ける活動を行うことで生徒に岩美の地、そして自らの地を意識させ、地域から愛される
高校を目指す
①高めるイワッツ・プロジェクト!!
・山陰海岸ジオパーク学習の取組…ジオパークガイド養成講座を受講し、ジオパークの
現地学習を行う。
・「イワッツ・ミッション」の取組…地域の方にゲストティーチャーとして関わってもらい、活
動の成果を地域に発信する取組　：テーマ「道の駅を盛り上げよう」「銀山を岩美町の観
光地に」「網代地区の活性化」「岩美町花いっぱい運動」「岩美の食材を用いた商品開
発」「岩美の魅力を発信」「東地区の活性化」
②つながるイワッツ・プロジェクト!!
・海の学校…野外活動を学んだ生徒が地域の小学生と交流。
・山の学校…農業を学んだ生徒が地域の小学生と交流。
・浦富マラソンへの参加。
・岩美町内清掃活動。
・岩美町内小中学校との部活動を通じた交流。（茶道同好会・吹奏楽部・女子バレー部
等）
③広げるイワッツ・プロジェクト!!
・岩美高校アグレッシブPRプラン…広報誌「IWATS　TIMES」の作成等
・ジオパークを広げる…地域と協働して活動している県内外の高校と交流を通して、ブ
ラッシュアップを図る。
・海外に広げる…韓国江原道鉄原高校との国際交流を通してグローバル化への意識を
高め、地域を見直すきっかけとする。

八頭高愛し愛され運動

地域や個人を尊重しながら協働する力をつけ、学校全体が生徒会自治活動に積極的
に参画することを目指す
・地域でのボランティア活動の企画実施（地域清掃活動、挨拶運動）
・地域のネットワークづくり（部活動による部の特長を生かした地域貢献活動）
・地域の高齢者福祉施設などへ華道部、書道部などが訪問、交流

八頭タワー充実事業
・「八頭高ライフ」中学生体験
・教科でつながる八頭タワー（数学）
・体育コース「地域の小学生との交流」

鳥取湖陵

八頭
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地域とつながる林業人材育成プロ
ジェクト（県版ＳＰＨ事業）

・長期就業体験（デュアルシステム）の導入と実践（森林組合、木工所等で５月から１０
月（考査期間、夏季休業中は除く）の毎週金曜日に就業体験を行う。）
現場を合理的に理解して、実践的な態度と技術を身につけ、「スペシャリストとして地域
に貢献できる人材」を育成する。
・地域理解のための基礎的科目の開発と実践

地元商店街における生産品の販売
智頭駅近くの空き店舗を活用して、自校で生産した農産物などを店舗（ちのりんショッ
プ）で販売。地域の農家・企業と連携し、計画的な生産と仕入れに関する学習に取り組
むとともに、地域の活性化を図る。また、智頭町百人委員会で取組の報告を行う

特色ある専門教育の実践

・棚田の保全活動や活用方法について学習する
・智頭駅、智頭病院など地域の庭園を管理することで、学びの意欲を高める
・地元産業藍染めを学び、地域の保育園児や高齢者との藍染め交流を実施
・地域企業の専門技術を学び、地域の特産物を生かした製品開発を目指す

進路指導の充実
・地元商工会および商工会所属の地域企業による説明会の開催
・地域企業へのインターンシップ

「ちのりんショップ」の実施
（土曜授業等実施事業）

地元商店街にショップを開設し、地域の活性化、生徒の経営感覚及びコミュニケーショ
ン能力の育成を図る。
・本校生産物及び地元生産物の販売
・５月から１２月（毎月１回）

技能検定試験合格を目指して
（土曜授業等実施事業）

造園工事２級・３級試験に向けて、県内の造園家を講師に招いて技術指導を実施する。
・実施時期：４～８月

曲げわっぱ教室
（土曜授業等実施事業）

智頭町と連携して、地域の人を対象とした曲げわっぱ教室で指導に関わることで、生徒
の学習意欲を高めるとともに、地域の人への生徒理解に資する。
・智頭町との打合せ
・曲げわっぱ教室の実施（２学期に３回程度）

野鳥の生態調査
（土曜授業等実施事業）

鳥取県東部における「野鳥を中心とした生物多様性を探究する」研究を行う。
・「バンディング技術」を活用した、渡り鳥の生態を調査
・５月から１１月（毎月土曜日１回）
・参加生徒：森林科学科３年生３，４名

「倉吉東高のボランティア」活動
社会の構成員として自らの役割の自覚や、周囲の人々との連帯感を意識させることで、
共に生きることの大切さを認識する

「グローカル」人材育成

山陰地方の歴史、文化、最先端の研究、技術等に直接触れる（現地視察）とともに、講
義と解説を通して理解を深める。
・「株式会社バルコス」、淀江町「古代山陰と地域資源活用」、米子市「地域イノベーショ
ン戦略支援」、「地域ブランド開発　食のみやこ鳥取県の取組」など

倉吉東
定時制

じげ産業文化探訪
鳥取県のじげ産業や自然・文化等に触れ、親しみながら、地域に対する理解や帰属感
を深める。（大江の郷、砂の美術館）

倉吉西 グローカル人材育成事業

社会や地域と関わることで、社会や地域の中における自分のアイデンティティや存在価
値を発見させるとともに、地域で行われている様々な行事や取組に参加したり情報収集
したりすることで、地域の良さや課題を発見し、将来地域で生きる自覚を高めるととも
に、将来の生き方を考えさせる。
・地域の情報の収集・展示、活用。県内、地域の特産品や話題、文化財等の紹介・展示
（図書館）
・地域振興に係る講演会（市町の地域振興課の職員）、地域振興提言検討会の開催
（チャレンジグループ活動）
・地域貢献活動の実施。（学校周辺の清掃活動、地域の方と一緒にあいさつ運動等）
・フィールドワークイン鳥取（県庁を含め、県内企業を訪問）

倉吉東

智頭農林
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農産物販売所づくり
校内に農産物販売所をつくり、地域の方に生徒が作った農産物を販売する。（年間１３
回予定）
学校での生産物を、地域のイベント等で地域の方に直接販売し、交流を深める

異世代との交流推進

地域交流などを積極的に行い、地域の方へ農業の楽しさ、厳しさ、倉吉農業高校の理
解を深めてもらい、また、生徒のコミュニケーション能力の向上につなげる。
・「おうまさんといっしょ」地域のまつりや小学校などに出かけ、乗馬交流を行う。
・「たんぼの学校」生徒が指導者となり、小学生と一緒に田植え、稲刈り等を実践する。
・「はなとやさい」近隣の保育園、高齢者介護や障がい者施設と交流し、
　野菜や花の栽培、収穫を行う。

課題研究
高齢化が進み、買い物が不便な地域に出向き、本校の農産物を販売。（年間１０回程
度）

地域と連携した「課題研究」の充実

「開かれた学校」として、地域との関わり合いを持ちながら、各種イベントを立案・計画・
実施することで、社会の変化に対応できる企画能力や実践能力を育成する
・チャレンジショップくらそうやの企画・運営
・くらそうサロン（福祉施設等を訪問し、地域の方と交流）

中学生工作教室
地域の中学生に電気科のもっている設備や技術力を提供して、ものづくりに興味を持つ
中学生を育てる取組。（夏季、冬季休業中、年２回）

読み聞かせボランティア
地域の子どもと絵本の読み聞かせをとおして交流することにより、ボランティア活動への
関心を高め、社会性を培う。（上北条児童クラブの小学１，２年生対象、年４回）

高齢者家庭との交流
電気科３年生が、高齢者家庭を訪問し、電気配線及び器具の点検・保全・正しい使用法
の指導をする。

チャレンジショップ「くらそうや」
（土曜授業等実施事業）

商品販売実習や商品開発をとおして、ビジネスに必要な業務を合理的に行う能力を育
成する。
・独自ショップの企画・運営、講師による指導助言
・９月から１１月（１０回程度）
・参加生徒：ビジネス科３年生

地域探究の時間

地域に貢献する人材育成を実現するための取組
・地域創造を軸に１２のテーマを設定し、北栄町を中心に中部地区全域から「地域の人
財」を求め（２５人程度）指導を受けながら、フィールドワークを通して探究活動を行いそ
の成果をまとめ発表する取組を行う。この活動を通して生徒が地域の魅力や課題を探
究し、将来、自ら地域リーダーとなりふるさとを切り拓いていく志を立てる。
・従来の「職場体験学習」を普通科のキャリア教育としてふさわしい内容に発展させ、
「キャリア探究」に取り組む。地域産業の各分野（農・工・商・観光・医療・福祉・教育等）
のブースを作り、説明を受けることを通して、進学・卒業後の生き方を考える機会とし、
将来ふるさとに帰り、地域リーダーとなることをイメージさせる。

 夢ゼミ
地域で活躍する各分野のスペシャリストに依頼して、年間１０回程度のミニ講演会を開
く。参加者は有志生徒。

地域創造ハイスクールサミット
（学校連携チャレンジサポート事業）

隠岐島前高校をはじめ県内外の７校で「高校生が考える地域創造」をテーマに提言や
意見交換を行う。
各校の取組を特殊な地域環境における事例と捉えずに、全国共通の課題として一般化
することにねらいがある。高校生の意見を全国に発信したい。

倉吉農業

倉吉総合産業

鳥取中央育英
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ふるさと鳥取学講座
（土曜授業等実施事業）

ふるさと鳥取を知ることにより、ふるさとに対する誇りと自信を醸成する。また、知的好奇
心と学問に対する興味・関心を喚起する。
１．中海　２．鳥の劇場　３．本校　４．青谷上寺地遺跡　５．本校　（7～2月の土曜日）

「みんなで子育て体験」事業
１年生全員が近隣の保育園を訪問し、保育体験を実施
・社会の一員として、未来の親となるためにも「みんなで子育て体験」を促進することで
豊かな人間性やコミュニケーション能力、キャリア意識の育成を図る。

自己実現力養成「職授業」
地元企業見学
生徒がアルバイトをしたことのない企業や事業所を教職員とともに訪問して、現場の仕
事や従業員の様子を見聞して今後の進路選択を考える機会とする。

定通教育充実事業

心身を育む「食」事業　①もちつき体験②郷土料理作り体験
・伝統的な行事や郷土に伝わる行事を体験することにより、食文化の歴史とその意味を
知る。
「子どもの発達と保育」を現場から学ぶ
・保育士、専門家の話を聞き、乳幼児に対する理解を深める。

中高連携による芸術体験学習
（土曜授業等実施事業）

地域の中学校と書道＆美術のアートパフォーマンスをとおして作品を完成させるととも
に、中学校との交流を図る。

リサーチリテラシー育成事業
（土曜授業等実施事業）

ふるさとの自然をフィールドワークし、正解が準備されていない自然現象に触れ、調査・
研究の手法を体験することによって、リサーチリテラシーを育成すると共に、フィールド
で活動する人との交流を図る。

地域と連携した地域学習「ベイセイ
よなご塾」
（土曜授業等実施事業）

関係機関と連携したフィールドワークを通して、地域の歴史・経済・政治を学び、一人の
地域住民としての社会認識を深めるとともに、地域に貢献する人材育成の一助とする。
・米子の歴史を学ぶ（米子城周辺史跡）
・米子の司法を学ぶ（米子地方裁判所）
・地域の経済を学ぶ（江府町と地元企業）

みらいチャレンジ活動
「総合的な学習の時間」を活用
・地域の課題を設定、解決、地域イベントへの参加

テーマ学習（社会人基礎力育成）

「米子市中心市街地活性化計画」を考えるグループ「米×米プロジェク」と連携して、米
子市中心市街地活性化基本計画をもとに、講演会、現地でのフィールドワーク、発表会
を行い、生徒の地域社会に対する理解を深めさせ、職業観や社会人基礎力の育成を図
る。
花壇用草花植栽活動
・農業の授業で育てた花を、JR米子駅や近隣の公民館、米子市文化ホールへ提供して
いる。

交流事業
・ハイホットダンスフェステバル（地域の学校のダンス部とのダンスを通した交流）
・近隣の保育園児、高齢者と一緒にうどん作り交流会を実施。
・吹奏楽部員が近隣の保育園児と音楽を通して交流を実施する。
・ＵＴＡ同好会が近隣の老人保健施設を訪問し高齢者と交流を行う。

地域との交流を通じた人財育成

地域との関わりを深め、コミュニケーション力育成を図り、将来の社会を担う人財を育成
する
・学習活動発表会
・生活文化科調理コース成果発表
・中心市街地活性化事業
・地元保育園への定期的な交流

米南地域おこしプロジェクト

地域の発展に寄与する人財づくりのため、地域社会に関心を持ち、活性化について自
ら考え、調査する能力を育成する
・地元生産者等と連携し、地域の食材を活用した商品の開発
・地元主催の開催イベントに参加、開発商品の試食提供、販売実習
・大都市圏での販売実習

米子

地域連携推進プログラム

米子東
（定時制）

米子東

米子西

米子南
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米子工業 地域への貢献

実習で養った技術を発揮し作成したものを地域社会に提供することで、生徒に達成感を
実感させ、学習効果や技術の向上を図る。
・近隣の保育園、小中学校でのもの（おもちゃ）づくり等の出前授業及び交流
・公共施設や地域の住民の家での電気工事（テクノボランティア）
・ゴミストッカーを作成し地元自治会に寄付、駐車場のライン引きやベンチの制作など

豊かな心育成事業
（地域美化・環境保全活動）

地域の一員として、貢献する心を育て、地域の取組と連携した環境保全活動に積極的
に参加する。
・公共施設等の地域美化活動
・マツムシソウ、ヒガンバナの植栽活動

定通教育充実事業
（チャレンジものづくり体験）

地域の伝統文化や自然に触れる体験を積み重ねることで、円満な人間関係を築く能
力、社会に適応するための技術を育てる。
・さつまいもの植付・収穫・会食を通した園児との交流
・銭太鼓、傘踊り体験など

小学生との交流事業（境高スクールプロジェクト）
　本校生徒が学習・スポーツ・創作活動等を通して地元小学生と交流する。

グレードアップ学習会
　地域向けの学習会等を企画し、講座を設ける。

地域からの要望に応える生徒活動
　地域活動での書道パフォーマンスや茶会などを通して地域の活性化に寄与する。
　地域向けの学習会等を企画し、講座を設ける。

地域・全国へのPR活動
　中学生向けのパンフレットや部活動紹介動画を作成し県内外に本校をPRする。

鳥取県版ＳＰＨ事業
（学科間連携事業）

総合技術フェア
・各学科の学習成果の発表、展示、実演を地域の方々に発信する

県版ＳＰＨ事業
（地域貢献と役立ち感の醸成）

地域貢献と役立ち感の醸成を図る
・余子駅周辺の環境美化活動
・地元公民館と連携した「魚に親しむ調理教室」の開催
・地域住民や境港市からの要望に対し、ごみストッカーやベンチの制作
・近隣公民館に対し、電気機器レスキュー隊を結成し、トラブルを解消
・高校生出前授業（中学生対象「電気工事教室」、小学生対象「小物づくり・介護体験」

県版ＳＰＨ事業
（地域とつながる水産教育
～さらなる連携を目指して～）

地元水産業や県水産振興課と連携しながら、生徒にさまざまな体験をさせることを通し
て、水産業への関心を高める。
・沖合漁業体験（県内漁業協同組合受入）、沿岸漁業体験（県内漁業協同組合受入）
・栽培漁業を学ぶ（県内栽培漁業センター等受入）
・地元水産業を学ぶ（地元水産加工企業や県内市場等見学）
・地元特産の水産物をより美味しく食べる方法（地元の講師を招聘し、講義・実演・実習
を行う）
・食のみやこ鳥取県のうまさを売り込め！蟹取県PR隊（山陽・京阪神方面の物産展で
販売・振舞い・PR)

鳥取県版ＳＰＨ事業
（ふれあいをとおしたコミュニケー
ション能力の向上）

様々な世代・立場の方々との触れ合いでコミュニケーション能力を育成
・地域の福祉施設で、子ども・高齢者・障がいのある方々との交流

地域とつながる土曜授業
（土曜授業等実施事業）

地域のイベントに参加し、それぞれの学科の特性を活かした活動を行うことにより、地
域連携・地域貢献・情報発信を果たす。
・タッチプール（７回）　海洋科希望者１０名程度
・魚の神経締めＰＲ活動（４回）　海洋科・電気電子科希望者５名程度
・実習製品販売（１１回）
　食品・ビジネス科２・３年希望者１０名程度
・交流ステージ出演、ケアコンテスト運営補助（３回）
　福祉科２・３年希望者１０名程度
・講師招聘（１回）
　食品・ビジネス科３年３８名

境港地域連携プロジェクト境

米子白鳳

   境港総合技術
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農業科における地域交流活動

地域に開かれた学校づくりを推進し、農業・農村が持っている多面的機能を活用し、地
域住民の生涯学習の支援を行う
・鏡陵大学（学校農場を開放して、地域住民に対し、野菜の栽培や加工の体験機会を
提供する）
・ボランティア団体と共同してそば打ちや餅つきを行い、地域の福祉施設や独居老人宅
に配る
・地域の小学生に田植え等の農業体験活動の機会を提供する。

日野郡の新たな魅力発掘・発信事
業

日野郡内でフィールドワークを行い、日野郡の歴史、産業、観光などを研究し、ポスター
やパンフレット、ＣＭなどを作成し、日野郡の観光プランや活性化プランを考える

地域リーダー人材育成事業
和歌山大学の大学生と連携し、地域農家の調査を行い、農業経営に対する実態調査を
行う。より高度な調査方法や分析方法、地域住民とのコミュニケーションの在り方などを
学ぶとともに、地域との継続的な連携により、日野町の活性、再生の方策を探る。

日野高ショップ
（土曜授業等実施事業）

アグリライフ系列の生徒が製造した野菜や花等の農業生産物及び加工品をビジネス系
列の生徒が販売し、地域との交流を重ねることで、生徒の学習効果と人間力を高める。
・年６回開催。（５月、６月、７月、８月、１０月、１２月）
・日野町を中心に、日野郡全３町に出店。
・参加生徒は、ビジネス系列とアグリライフ系列の生徒

出会い！発見！農業チャレン
ジャー事業

地域農業の現状を見学し体感することで、農業への理解を深めたり、農業経営者・農業
関連産業事業者との意見交流を行うことで、生徒の進路選択の一助とする。

地域と繋がるスポーツ・芸術事業

授業や部活動において学んだ技能等を、小学校、中学校及び地域へ還元することで、
地域貢献を行うとともに、当該活動を通じて生徒の自尊感情や自己有用感を高める。
・ソフトテニスを通じた小学生との合同練習や合同対戦試合
・地域の中学生との合同の吹奏楽講座及び演奏会
・保育所、高齢者施設又は障がい者施設への実習及び訪問演奏

花を通した地域交流
アグリライフ系列の生徒が栽培した草花を地域の方々との共同作業をしながら、地域の
病院や役場、駅に植栽し、植栽方法や管理方法についての説明も行う。

地域食材を生かした魅力創造プロ
ジェクト

日野郡の食材を調査し、歴史・産業・観光などと関連した商品開発を行う。また試作品
を地域の事業所にプレゼンテーションし、地域と連携しながら商品化する。

日野
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ふるさと教育の実施状況について 

【高等教育機関】 
学校名 ふるさと教育実施状況 平成 29 年度実績 

公立鳥取環境大学 

 

 

 

 

 

 

○地域志向科目の充実 
実際に地域に出かけ、地域の人々と関わり、実践的

な問題発見・解決力を養う「プロジェクト研究」を行

い、その中で特に鳥取県東部地域をフィールドとする

「麒麟プロジェクト研究」を実施。 
◯「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業(ＣＯＣ

＋事業)」 
鳥取大学、公立鳥取環境大学、鳥取短期大学、鳥取

看護大学および国立米子工業高等専門学校が連携し、

地域に愛着を持つ地域指向の人材育成、卒業生の県内

就職や地域定着を図る取組を実施。 
○「岩美むらなかキャンパス」開設(H30.4) 
岩美町大谷に、岩美むらなかキャンパスを開設し、

岩美町において、地域研究や地域活動の拠点利用を促

進。 
 

・全学生が２年次までに地域連携型の課題に取り組

む「プロジェクト研究」、全学生が履修する「鳥取学」

を開講。 
・10 月 25 日、鳥取環境大学において、知事講義を

実施し、約 350 名が受講(タイトル「小さくても勝て

る 鳥取県の挑戦」) 
・とっとりインターンシップ参加学生数は、夏季休

暇中に 54 名（H28 19 名）、春季休暇中は 15 名
（H28 20 名）と平成 28 年度から倍増。 
・人間形成教育科目「基礎インターシップ」、専門科

目「インターンシップ」を開講。 
・「キャリアデザイン B」において、外部講師を地元

の企業等から招聘。 
5/12 鳥取市職員、5/26 株式会社鳥取銀行行員 
6/9 寿製菓(株)社員、6/23(株)小銭屋社長 等 

・「地域金融ビジネス」において、外部講師を地元の

金融機関等から招聘。  
6/7 鳥取信用金庫、6/21 とりぎんリース(株) 
6/28(株)エヌケーシー,7/5 とっとりキャピタル(株) 
7/12 鳥取県信用保証協会,7/19 鳥取県企業支援課 

鳥取大学 

 

 

 

 

◯「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業」 
鳥取大学が中心となり、公立鳥取環境大学、鳥取短

期大学、鳥取看護大学および国立米子工業高等専門学

校が連携し、地域に愛着を持つ地域指向の人材育成、

卒業生の県内就職や地域定着を図る取組を実施。 
◯地域志向教育科目の推進 

 授業形式の改善、新たな教材開発に取り組むととも

に、平成 29年度以降入学する全学生に選択必修化する

など、地域志向教育科目の充実を図る。 

・とっとりインターンシップ参加学生数は、平成 28
年度 284 人であり、平成 29 年度の「とっとりイン

ターンシップフェスティバル」には約 300 人が参加。 
・県内企業との共同研究に学生が参加する「学生参

加型共同研究支援事業」には、平成 28 年度は 10 件、

平成 29 年度は 8 件採択。 
・県内企業見学シャトル便を運行し、37 社、186 人

が利用。 

鳥取短期大学 

鳥取看護大学 

◯県内インターンシップ、マッチングの実施 

 インターンシップ科目、ビジネス、栄養、保育等、

各専門分野の実習等を通じ、仕事や職場に対する理解

を深め、学科別キャリアガイダンス」、「保育学生のた

めの職場説明会」などを通じ、県内就職意欲の向上、

就職に繋げる。 
◯地域志向科目の実施 
 教養科目「現代鳥取学」で地域課題と解決方法の理

解を深め、専門科目で地域と連携し教育活動を展開。 
◯「まちの保健室」の実施 

 鳥取看護大学生がボランティアとして、地域住民お

よび関連組織等との関わりを通して、看護実践する力、

地域とともに歩む力を身につける。 

・12 月 12 日、中部で活動する企業関係者をパネリ

ストに迎え、COC+セミナーを開催。(約 60 名参加) 
・地域志向科目 350 名、キャリア科目 350 名、イン

ターンシップは 565 名が参加。 
・「まちの保健室」は、毎年全看護学生が参加し、中

部地震後の災害ボランティア「まちの保健室」in 倉

吉市役所など学生の主体的な地域活動が展開。 

米子工業高等専門

学校 

◯オープンファクトリーの実施 
本科低学年（１～３年生）の学生向けのプレインタ

ーンシップとして、身近な地元の企業を見学し、業務

内容の理解や仕事における心構え等を学ぶ。 
◯企業ガイドブックの発行 
 米子高専振興協力会員企業を紹介する「企業ガイド

ブック」を発行し、本科３･４年生および専攻科１年生

に配布し、学生の地元定着への意識醸成を図る。 
◯地域協働教育、地域協働型インターンシップの実施 

 間伐材や空き家の活用を題材とした地域指向型の創

造性教育を実践。 

また、地域の企業技術者を講師として招聘し、地域

企業における仕事と技術に関して理解を深める授業を

実施し、本科 4年生と専攻科 1年生は夏休みにほぼ全

員がインターンシップに参加。 

・平成 30 年 1 月 13 日、「米子高専生のための進路

研究セミナー」を米子コンベンションセンターBIG 
SHIP で開催し、260 ブース、本科３・４年生、専攻

科１年生及び保護者の計 339 名が参加。 
・米子高専 COC+ 技術セミナーとして、「iOS アプ

リケーション開発入門」(12 月 17 日)等を実施。 
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